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一
、
田
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方
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に
参
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詣
）
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す
る
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（
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原
武
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載
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和
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長
男
貢
の
当
用
日
記
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見
る
に
あ
り
し
日
を
思
出
し
て
誠
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今
度
の
戦
争
が
全
く
し
や
く
て
あ
る
軍
ほ
つ

（

閥

）

資
本
家
の 

横
暴
の
犠
牲
と
な
し
り
か
と
思
へ
ば
何
と
も
言
ふ
事
の 

出
来
程
残
念
で
な
ら
ざ
る
也
赤
紙
一
枚
で
命
を 

的
に
な
つ
か
し
の
我
が
家
を
あ
と
に
出
で
行
き
し
あ
の
日
の 

事
を
思
ふ
時
何
と
も
言
ふ
事
の
出
来
ぬ
事
で
あ
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